
一

人
口
減
少
社
会
へ
の
転
換

幕
末
・
明
治
初
期
に
お
よ
そ
三
四
〇
〇
万
人
だ
っ
た
日
本
の
総
人
口
は
、
工
業
化
・
近
代
化
を
進
め
る
な
か
で
急
増
し
、
昭
和
戦
前
期
に
は

七
〇
〇
〇
万
人
に
ま
で
倍
増
し
た
。
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
一
時
的
な
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
も
総
人
口
は
持
続
的
に
増
加
を
つ
づ
け
、

二
〇
〇
四
年
に
は
一
億
二
七
七
八
万
人
に
達
し
て
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
持
続
的
な
出
生
率
低
下
の
結
果
、

総
人
口
は
こ
の
年
を
境
に
減
少
に
転
じ
て
、
二
〇
五
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇
万
人
程
度
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
︵
図

︶
。
幕
末

1

か
ら
一
世
紀
半
の
間
つ
づ
い
た
人
口
増
加
の
時
代
は
終
焉
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

少
子
化
が
始
ま
っ
て
か
ら
人
口
減
少
へ
と
転
じ
る
ま
で
三
〇
年
間
を
要
し
た
の
は
、
過
去
の
高
い
出
生
率
︵
と
低
い
死
亡
率
︶
が
生
み
だ
し

た
﹁
人
口
貯
金
﹂︵
河
野

二
〇
〇
七
︶
に
よ
っ
て
、
人
口
減
少
が
先
延
ば
し
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
将
来
の
人
口
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い

る
人
口
の
構
成
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
。
人
口
趨
勢
に
は
こ
の
よ
う
な
慣
性
が
あ
る
の
で
、
今
後
出
生
率
が
上
昇
へ
と
転

じ
て
も
、
そ
の
後
三
〇
年
間
は
そ
れ
ま
で
の
低
出
生
の
影
響
を
受
け
て
、
人
口
は
減
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
二
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史
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ロ
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キ
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ワ
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：
未
婚
化
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夫
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生
力
、
直
系
家
族
、
再
生
産
、
人
口
調
整



一
世
紀
半
ば
ま
で
は
、
図

の
富
士
山
型
の
グ
ラ
フ
が
大
き
く
変
わ
る
こ

1

と
は
な
い
。
人
口
増
加
社
会
か
ら
人
口
減
少
社
会
へ
の
転
換
は
、
人
口
と

い
う
社
会
の
土
台
の
基
本
的
な
方
向
性
が
﹁
成
長
﹂
か
ら
﹁
縮
小
﹂
に
逆

転
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
近
代
か
ら
後
近
代
へ
と
時
代
が
転
換
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

少
子
化
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

過
去
の
議
論
を
ひ
と
こ
と
で
要
約
す
る
な
ら
ば
﹁
こ
の
現
象
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
お
り
複
雑
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
社
会
全
体
の
出
生
力
を
持
続
的
に
低
下
さ
せ
る
た
め
に

は
、
巨
大
な
社
会
的
力
が
働
き
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

少
子
化
の
要
因
に
は
主
要
な
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
存
在
す
る
。

私
は
過
去
十
数
年
に
わ
た
り
、
社
会
学
と
人
口
学
の
交
差
領
域
に
お
い

て
実
証
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
心
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
社
会
調
査

デ
ー
タ
と
計
量
的
分
析
技
術
を
駆
使
し
て
、
家
族
変
動
、
性
別
役
割
分
業
、

未
婚
化
、
離
婚
増
加
、
夫
婦
出
生
力
の
低
下
な
ど
の
要
因
を
特
定
す
る
研

究
で
あ
る
。
少
子
化
に
は
こ
れ
ら
の
現
象
の
す
べ
て
が
関
わ
っ
て
い
る
の

で
一
見
複
雑
に
み
え
る
が
、
多
変
量
解
析
を
重
ね
て
主
要
な
要
因
と
そ
う

で
な
い
要
因
を
て
い
ね
い
に
腑
分
け
す
る
と
、
少
子
化
を
も
た
ら
す
因
果

構
造
が
意
外
に
単
純
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
右
の
現
象
の
全
体
を
一
つ
の
再
生
産
シ
ス
テ
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図 1 日本人口の推移と予測：1870〜2100 年
注）2005年以降は、国立社会保障・人口問題研究所による推計人口（出生中位・死亡中

位推計値）。

資料）国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集』『日本の将来推計人口』
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ム
と
し
て
と
ら
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
再
生
産
の
中
核
を
担
う
家
族
が
、
過
去
一
世
紀
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
、
あ
る
い
は
変
化
し
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
︵
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
最
初
に
家
族
変
動
の
問
題
を
扱
う
︶
。
こ
う

し
た
観
点
に
立
つ
こ
と
で
、
首
尾
一
貫
し
た
総
合
的
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

少
子
化
に
関
す
る
従
来
の
実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
局
所
的
な
変
数
間
の
統
計
的
関
連
性
を
分
析
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
米
国
や
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
作
ら
れ
た
理
論
、
と
く
に
個
人
主
義
的
な
選
択
の
理
論
に
も
と
づ
い
て
局
所
的
な
解
釈
を
与
え
る
と
い
う
タ
イ
プ
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
再
生
産
に
か
か
わ
る
歴
史
的
・
文
化
的
蓄
積
が
日
本
と
大
き
く
異
な
る
米
欧
の
文
化
を
暗
黙
の
前
提
に
し
て
構
築
さ
れ
た
理
論
が
、
日

本
に
妥
当
す
る
か
否
か
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
私
は
、
計
量
分
析
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
変
数
間
の
関
連
性
を
、
日
本
の
歴
史
的
・
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な

か
に
埋
め
戻
し
て
、
少
子
化
の
全
体
像
を
と
ら
え
る
と
い
う
作
業
を
つ
づ
け
て
き
た
。
表
題
の
﹁
歴
史
的
意
味
﹂
に
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
紙
幅
の
制
約
が
強
い
の
で
、
多
変
量
解
析
の
結
果
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
善
の
策
と
し
て
本

稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
得
ら
れ
た
知
見
を
、
比
較
的
単
純
な
図
表
を
用
い
て
紹
介
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
く
(

)
。
分
析
結
果
の
詳
細

1

に
つ
い
て
は
参
考
文
献
リ
ス
ト
に
掲
載
し
た
別
稿
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
な
お
本
稿
で
紹
介
し
た
研
究
は
近
々
単
著
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
予

定
で
あ
る
。

二

直
系
家
族
的
原
理
の
持
続

社
会
の
工
業
化
と
近
代
化
が
直
系
家
族
制
な
ど
の
拡
大
家
族
の
シ
ス
テ
ム
を
解
体
さ
せ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
夫
婦
家
族
制
が
成
立
し
て
く

る
、
と
い
う
家
族
変
動
論
は
、
長
ら
く
社
会
学
・
人
口
学
の
基
本
的
な
理
論
枠
組
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
﹁
核
家
族
化
説
﹂
が
広
く
普
及
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
実
証
的
な
根
拠
は
意
外
に
乏
し
い
。
と
い
う
の
も
、
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従
来
の
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
勢
調
査
に
代
表
さ
れ
る
横
断
的
な
世
帯
統
計
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
家
族
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
直

接
的
に
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
縦
断
的
な
調
査
デ
ー
タ
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
に
日
本
家
族
社
会
学
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
﹁
戦
後
日
本
の
家
族
の
歩
み
全
国
調
査
﹂
は
、
二
〇
世
紀
日
本
の
家
族
の
変
化

と
連
続
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
結
婚
歴
、
出
産
歴
、
同
居
・
近
居
歴
、
就
業
歴
、
介
護
歴
、
居
住
歴
な
ど
の
縦
断
的
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
全
国
レ
ベ
ル
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
調
査
で
あ
る
︵
加
藤

二
〇
〇
三

、
日
本
家
族
社
会
学
会
全
国
家
族
調
査
委
員
会

二
〇
〇
三
︶
。

a

私
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
多
変
量
解
析
︵
イ
ベ
ン
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
分
析
︶
を
行
い
、
核
家
族
化
説
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
事
実

が
明
ら
か
に
な
っ
た
︵
加
藤
、
二
〇
〇
三

、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
九

︶
。

b

b

︵
一
︶
過
去
半
世
紀
の
間
に
、
結
婚
時
の
同
居
確
率
は
約
二
〇
％
ま
で
低
下
し
た
が
、
若
い
世
代
ほ
ど
途
中
同
居
の
傾
向
が
強
い
た
め
、
最

終
的
な
同
居
確
率
は
ど
の
世
代
も
約
三
〇
％
︵
長
男
の
場
合
は
約
五
〇
％
︶
に
収
斂
す
る
︵
図

・
図

︶
。

2

3

︵
二
︶
結
婚
時
の
別
居
に
は
、
近
代
核
家
族
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
︵
夫
婦
家
族
と
個
人
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
︶
が
強
く
影
響
し
、
他
方
、
途
中
同

居
に
は
、
夫
の
続
柄
︵
長
男
︶
と
持
ち
家
の
継
承
・
相
続
と
い
う
伝
統
的
な
要
因
が
強
く
働
い
て
い
る
。

︵
三
︶
前
者
の
要
因
︵
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
︶
が
結
婚
後
す
み
や
か
に
効
果
を
失
う
の
に
対
し
て
、
後
者
の
要
因
︵
継
承
性
︶
は
結
婚
時
か
ら
強
力

に
働
き
、
そ
の
効
果
は
親
が
死
亡
す
る
ま
で
持
続
す
る
。

︵
四
︶
半
世
紀
前
に
、
農
村
社
会
学
者
や
人
類
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
﹁
東
北
日
本
型
︵
単
世
帯
型
︶
直
系
家
族
﹂
と
﹁
西
南
日
本
型

︵
複
世
帯
型
︶
直
系
家
族
﹂
と
い
う
地
理
的
分
布
は
今
も
な
お
明
確
で
あ
る
︵
図

︶
。
単
世
帯
型
に
つ
い
て
は
、
国
の
世
帯
統
計
を
用
い

4

れ
ば
一
九
六
〇
年
は
も
と
よ
り
︵
図

︶
、
明
治
十
九
年
の
統
計
ま
で
遡
っ
て
確
認
で
き
る
(

)
︵
加
藤
、
二
〇
〇
九

︶
。

5

2

b

︵
五
︶
東
の
単
世
帯
、
西
の
複
世
帯
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
同
居
率
と
近
居
率
︵
徒
歩
圏
内
︶
に
つ
い
て
、
図

・
図

と
同
様
の
グ
ラ
フ
を
、

2

3

東
西
別
に
描
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
居
と
近
居
を
ま
と
め
て
﹁
同
居
＋
近
居
﹂
率
の
グ
ラ
フ
を
描
く
と
東
西
の
違
い
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
結
婚
時
の
同
居
率
を
低
下
さ
せ
る
近
代
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
効
果
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、
一
方
、
直
系
家
族
を
形
成
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図 2 夫方または妻方親との同居率：妻の出生コーホート別
注）対象標本は、初婚継続かつ少なくとも一人の親生存の者。

資料）日本家族社会学会「戦後日本の家族の歩み全国調査」（2002年実施）

図 3 夫が長男の場合の夫方同居率：妻の出生コーホート別
注）対象標本は，初婚継続かつ夫方親のうち少なくとも一人が生存している者。

資料）日本家族社会学会「戦後日本の家族の歩み全国調査」（2002年実施）
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図 4 直系家族の単世帯型と複世帯型
注）左図は同一家屋内の親（夫方・妻方）と同居している者の割合。右図は敷地内別棟居住

または隣居している者の割合。対象標本は、有配偶かつ少なくとも一人の親が生存して

いる者。

資料）日本家族社会学会「第二回家族についての全国調査」（2004年実施）

図 5 直系家族の単世帯型 昭和 35年と平成 12 年
注）「その他の親族世帯」所属率。

2000年は未婚化の影響を取り除くため有配偶人口に限定して算出。

資料）「国勢調査」

同一家屋（NFRJ03） 敷地内分居・隣居（NFRJ03）
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す
る
内
発
的
な
力
は
二
一
世
紀
の
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
日
本
社
会
の
基
層
レ
ベ
ル
で
強
力
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は

論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
を
﹁
直
系
家
族
制
の
持
続
・
家
の
変
容
﹂
と
し
て
理
論
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︵
加
藤
、
二
〇
〇
九

︶
。

b

三

再
生
産
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
直
系
家
族

従
来
の
少
子
化
研
究
の
多
く
は
、
結
婚
や
出
生
は
女
性
の
個
人
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
と
仮
定
し
て
き
た
。
た

と
え
ば
、
女
性
の
経
済
的
自
立
が
結
婚
・
出
産
・
育
児
の
機
会
費
用
︵
そ
れ
ら
を
選
択
し
な
か
っ
た
場
合
に
得
ら
れ
た
は
ず
の
所
得
︶
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
で
少
子
化
を
促
進
す
る
と
考
え
る
﹁
女
性
の
自
立
仮
説
﹂
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た

ゲ
リ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
の
﹁
家
族
の
経
済
学
﹂︵
B
eck
er
1973︶

新
古
典
派
経
済
学
的
な
合
理
的
選
択
の
理
論
を
家
族
領
域
に
応
用
し
た

を
理
論
的
支
柱
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
米
国
や
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
夫
婦
家
族
の
社
会
を
暗
黙
の
前
提
に
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
議
論
を
日
本
の
少
子
化
に
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
が
夫
婦
家
族
制
に
も
と
づ
く
社
会
に
変
化
し
た
と
仮
定
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
結
婚
時
の
同
居
率
低
下
は
表
層
的
な
現
象
で
あ
り
、
直
系
家
族
制
が

持
続
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
な
ら
ば
、
直
系
家
族
を
前
提
に
し
て
少
子
化
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
先
決
で
あ
ろ
う
。

再
生
産
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
直
系
家
族
が
有
す
る
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
人
口
調
節
機
能
に
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
直
系
家
族
は
、
家
族

の
再
生
産
を
確
実
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
口
の
再
生
産
を
確
実
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
的

な
制
約
の
強
い
時
代
に
は
、
分
家
︵
非
跡
取
り
の
結
婚
︶
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
生
力
を
抑
制
す
る
と
同
時
に
、
生
活
基
盤
を
跡
取
り

に
集
中
的
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
存
続
可
能
性
を
最
大
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
家
族
数
が
安
定
し
て
社
会
全
体
の
人
口
も
維
持

さ
れ
る
。
一
方
、
経
済
成
長
の
時
代
に
は
、
跡
取
り
以
外
の
者
た
ち
が

親
が
か
り
な
い
し
自
力
で

結
婚
し
分
家
を
創
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
出
生
力
が
拡
大
し
て
人
口
が
増
加
す
る
。
実
際
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
例
を
い
く
つ
か
歴
史
に
な
か
に
見
出
す

こ
と
も
で
き
る
。
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︵
一
︶
戦
前
期
の
農
家
戸
数
が
約
五
五
〇
万
戸
で
安
定
的
に
推
移
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
一
子
継
承
的
な
再
生
産
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
工
業
化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
も
っ
ぱ
ら
非
跡
取
り
た
ち
が
都
市
へ
と
移
動
し
て
結
婚
し
た
こ
と
が
、
こ
の
時
期

の
人
口
増
加
を
主
導
し
た
︵
野
尻

一
九
四
二
︶
。

︵
二
︶
一
七
世
紀
の
人
口
成
長

一
世
紀
あ
ま
り
の
間
に
人
口
が
倍
増
し
た

に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
新
田
開
発
に
と
も
な
っ
て
非

跡
取
り
層
が
自
力
で
大
量
の
分
家
を
創
設
し
た
こ
と
が
人
口
の
急
増
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︵
速
水

一
九
七
三
︶
。
大

開
墾
時
代
に
生
ま
れ
た
こ
の
大
量
の
﹁
核
家
族
﹂
は
、
そ
の
後
、
別
本
家
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
っ
た
。
徳
川
時
代
後
期
に
日
本
人
口

が
全
体
と
し
て
定
常
化
し
た
の
も
︵
地
域
差
が
大
き
い
と
は
い
え
︶
、
直
系
家
族
の
人
口
調
節
機
能
が
働
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

︵
三
︶
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、﹁
夫
婦
と
子
ど
も
﹂
か
ら
な
る
核
家
族
世
帯
が
一
九
五
五
年
の
約
七
五
〇
万
世
帯
か
ら
八
〇
年
の
一
五
〇

〇
万
世
帯
へ
と
倍
増
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
﹁
そ
の
他
の
親
族
世
帯
﹂︵
そ
の
大
部
分
が
三
世
代
的
世
帯
︶
は
、
過
去
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

六
〇
〇

七
〇
〇
万
世
帯
の
レ
ベ
ル
で
安
定
的
に
推
移
し
た
。
こ
う
し
た
核
家
族
世
帯
の
急
増
も
、
都
市
の
工
業
地
帯
︵
二
〇
世
紀
の

﹁
新
田
﹂︶
へ
と
移
動
し
た
次
三
男
た
ち
に
よ
る
、
あ
る
種
の
稼
ぎ
取
り
分
家
の
創
設
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
︵
当
事
者
た
ち
は
そ
れ

を
﹁
マ
イ
ホ
ー
ム
﹂
と
呼
ん
だ
︶
。

と
は
い
え
、
高
度
成
長
期
に
大
増
殖
し
た
核
家
族
の
す
べ
て
が
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
が
少

子
化
を
進
展
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
核
家
族
が
完
全
に
再
生
産
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
出
生
率
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
人
口
置
換
水
準
近
く
で
そ
の
後
も

推
移
し
て
、
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
一
九
七
五
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

︵
当
時
︶
の
﹁
日
本
の
将
来
推
計
人
口
﹂
は
、
二
〇
五
〇
年
の
総
人
口
を
一
億
四
五
〇
〇
万
人
と
予
測
し
て
い
た
︵
長
期
的
に
二
・
一
の

T
F
R
を

仮
定
し
た
中
間
推
計
︶
。
そ
の
後
の
四
半
世
紀
の
間
の
長
寿
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
二
一
世
紀
半
ば
の
日
本
人
口
は
一
億
五
〇
〇
〇
万
人
の
水
準
を

超
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
こ
れ
で
た
い
へ
ん
な
人
口
問
題
で
あ
る
が
、
幸
か
不
幸
か
現
実
に
は
そ
う
は
な
ら
ず
に
少
子
化
が
進
展
し
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
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四

少
子
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

人
口
学
で
は
、
少
子
化
を
﹁
出
生
力
が
人
口
規
模
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
レ
ベ
ル
を
継
続
的
に
下
回
っ
て
い
る
状
態
﹂
と
定
義
し
て
い
る

︵
大
淵
・
兼
清

二
〇
〇
五
︶
。
出
生
力
の
指
標
と
し
て
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
︵
T
otal
F
ertility
R
ate︶
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

図

は
、
戦
後
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
水
準
︵
人
口
置
換
水
準
︶

6

も
同
時
に
示
し
て
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
の
出
生
力
が
ほ
ぼ
人
口
規
模
を
維
持
で
き
る
レ
ベ
ル
で
推
移
し
た

こ
と
、
そ
し
て
高
度
成
長
が
終
わ
る
一
九
七
四
年
を
境
に
少
子
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
二
〇
〇
五
年
の

置
換
水
準
は
二
・
〇
七
、
こ
れ
に
対
し
て
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
二
六
と
い
う
超
低
水
準
に
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
一
・
二
六
と
い
う
数
値
は
未
婚
者
を
含
ん
で
算
出
し
た
も
の
な
の
で
、
夫
婦
の
出
生
力
も
こ
れ
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
低
下

し
た
わ
け
で
は
な
い
。

表

は
﹁
出
生
動
向
基
本
調
査
﹂︵
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
︶
に
よ
り
、
夫
婦
の
平
均
出
生
子
ど
も
数
の
結
婚
年
数
別
分
布
を
み

1

た
も
の
で
あ
る
。
夫
婦
出
生
力
の
一
般
的
な
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
完
結
出
生
児
数

結
婚
後
一
五

一
九
年
の
平
均
子
ど
も
数

は
、

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
四
半
世
紀
に
わ
た
り
二
・
二
人
で
安
定
的
に
推
移
し
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
の
値
は
他
の
年
次
と

や
や
異
な
っ
て
い
る
が
︵
後
述
︶
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
期
間
に
限
れ
ば
、
結
婚
し
た
夫
婦
の
子
ど
も
数
の
減
少
が
少
子
化
の
核
心
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
何
が
少
子
化
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
未
婚
化
で
あ
る
。

要
因
分
解
法
と
い
う
人
口
学
の
手
法
に
よ
っ
て
、
一
九
七
五

二
〇
〇
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
量
を
、
結
婚
行
動
の
変
化
に
よ
る

部
分
と
夫
婦
の
出
生
行
動
の
変
化
に
よ
る
部
分
に
分
解
す
る
と
、
そ
の
約
八
〇
％
が
前
者
に
よ
る
こ
と
、
残
り
の
二
〇
％
が
後
者
に
よ
る
こ
と

が
わ
か
る
︵
廣
嶋

二
〇
〇
〇
、
岩
澤

二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
八
︶
。
実
際
、
図

に
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
の
三
〇

三
五
歳
男
性
の
未

7

婚
率
は
四
七
％
、
同
女
性
の
未
婚
率
は
三
二
％
に
達
す
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
男
性
の
未
婚
率
は
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
女
性
の
未
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図 6 合計特殊出生率と人口置換水準：1947 − 2005 年
資料）国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集 2009』

5

4

3

2

1

0

合計特殊出生率

人口置換水準

1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

表 1 平均出生子ども数：結婚年数別 （人)

調査年次

結婚持続期間

1977年

（第 7回）

1982年

（第 8回）

1987年

（第 9回）

1992年

（第 10回）

1997年

（第 11回）

2002年

（第 12回）

2005年

（第 13回）

0〜4年 0.93 0.80 0.93 0.80 0.71 0.75 0.80

5〜9年 1.93 1.95 1.97 1.84 1.75 1.71 1.63

10〜14年 2.17 2.16 2.16 2.19 2.10 2.04 1.98

15〜19年 2.19 2.23 2.19 2.21 2.21 2.23 2.09

20年以上 2.30 2.24 2.30 2.21 2.24 2.32 2.30

注）「出生動向基本調査」による。

出典）国立社会保障・人口問題研究所（2007）



婚
率
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
急
速
に
上
昇
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

未
婚
化
の
要
因
と
し
て
、
従
来
は
も
っ
ぱ
ら
前
述
し
た
女
性
の
経
済
的
自
立
が
主
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
い
わ
ゆ
る
﹁
格
差
社

会
論
﹂
の
隆
盛
を
背
景
に
、
若
者
の
経
済
的
地
位
の
低
下
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
若
者
の
相
対
的
な
経
済
力
の
低
下
は
、
す

で
に
一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

表

は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
成
人
し
た
世
代
が
、
二
〇

三
四
歳
の
間
に
経
験
し
た
年
平
均
の
実
質
経
済
成
長
率
と
名
目
賃
金
増
加
率
を
示

2

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
成
人
前
期
に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
の
状
況
が
、
何
年
に
生
ま
れ
た
か
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
異
な
る
か
が

わ
か
る
。
一
九
四
〇
年
代
生
ま
れ
ま
で
は
、
毎
年
給
与
が
一
〇
％
程
度
増
加
す
る
な
か
で
結
婚
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
生
ま
れ
は
五
％
成
長
の
時
代
、
六
〇
年
代
生
ま
れ
は
三
％
成
長
の
時
代
、
そ
し
て
、
七
〇
年
代
生
ま
れ
は
、
ゼ
ロ
成
長
の
時
代
に
卒

業
・
就
職
し
て
結
婚
期
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
記
述
的
な
統
計
だ
け
で
は
、
擬
似
的
な
相
関
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。
マ
ク
ロ
経
済
状
況
と
未
婚
化
の
間
に
実
質
的
な
関
連

が
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
は
、
多
変
量
解
析
の
手
法
に
よ
り
、
経
済
成
長
が
若
者
自
身
の
社
会
経
済
的
地
位
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
未
婚
化
を
も
た
ら
す
の
か
、
因
果
経
路
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
一
九
九
九
年
に
実
施
さ
れ
た
﹁
第
一

回
家
族
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
﹂︵
日
本
家
族
社
会
学
会
全
国
家
族
調
査
研
究
会

二
〇
〇
〇
︶
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
イ
ベ
ン
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
分

析
を
行
い
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
の
経
済
成
長
の
減
速
・
低
迷
に
と
も
な
う
階
層
格
差
の
拡
大
が
、
未
婚
化
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と

を
見
出
し
た
︵
加
藤

二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
三

、
二
〇
〇
四
︶
。

b

図

は
、
こ
の
と
き
の
推
定
結
果
を
用
い
て
、
経
済
成
長
率
が
〇
％
、
三
％
、
あ
る
い
は
九
％
に
な
っ
た
場
合
に
、
結
婚
確
率
が
ど
う
変
化

8

す
る
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
︵
加
藤

二
〇
〇
九

︶
。
こ
の
図
に
は
﹁
大
企
業
・
団
体
︵
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
︶
に
勤
め
て
い

a

る
男
性
﹂
に
対
す
る
﹁
中
小
企
業
・
団
体
︵
従
業
員
五
〇
〇
人
未
満
︶
勤
務
な
い
し
自
営
の
男
性
﹂
の
結
婚
確
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ゼ
ロ
成

長
下
で
は
、
後
者
の
結
婚
確
率
は
前
者
の
五
〇
％
︵
〇
・
五
︶
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
経
済
成
長
率
が
上
昇
す
る
ほ
ど
、
両
者
の
結
婚
確

率
の
格
差
が
縮
小
し
、
九
％
程
度
の
成
長
が
つ
づ
け
ば
、
中
小
企
業
の
男
性
で
も
大
企
業
の
男
性
と
同
等
以
上
の
結
婚
の
チ
ャ
ン
ス
を
享
受
す
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図 7 未婚率：1920 − 2005 年
注）未婚率は性・年齢階級別人口に占める未婚者の割合。

生涯未婚率は 45〜49歳と 50〜54歳未婚率の平均値（50歳時の未婚率）である。

資料）「国勢調査」「人口動態統計」

50

40

30

20

10

0

%

1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

男性 30 ～ 34歳 女性 30 ～ 34歳 男性生涯未婚率 女性生涯未婚率

注）経済成長率は前年比実質 GDP による。ただし暦年

1950〜55年の期間は実質 GNE。

賃金増減率は名目賃金（現金給与総額・事業所規模 30人

以上）をもとに算出した。

1975年生まれは 20〜33歳の平均値。

資料）「日本長期統計総覧」「国民経済計算」「毎月勤労統計調

査」

表 2 成人前期のマクロ経済状況 （％)

出生年
20〜34歳の

時の暦

年年平均

経済成長率

年平均

賃金増減率

1930 1950〜64 9.6 8.5

1935 1955〜69 9.8 9.1

1940 1960〜74 9.2 13.7

1945 1965〜79 6.8 13.7

1950 1970〜84 4.5 11.1

1955 1975〜89 4.1 5.7

1960 1980〜94 3.3 3.3

1965 1985〜99 2.6 2.0

1970 1990〜04 1.5 0.7

1975 1995〜08 1.2 − 0.1



る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
経
済
成
長
に
は
、
結
婚
に
対
す
る
社
会
階
層

の
効
果
を
緩
和
す
る
効
果
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
マ
ク
ロ
経
済

の
成
長
力
低
下
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
緩
和
効
果
が
じ
ょ
じ
ょ
に
衰
え
て
い
っ

た
こ
と
が
男
性
の
未
婚
化
の
主
因
で
あ
る
。

一
方
、
女
性
の
職
業
階
層
は
女
性
自
身
の
結
婚
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
影
響
し

て
お
ら
ず
、
男
性
の
未
婚
化
の
主
因
が
階
層
格
差
の
拡
大
に
あ
る
の
と
は
好
対

照
を
な
し
て
い
る
。
で
は
、
女
性
の
未
婚
化
の
主
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
、
そ
れ
を
男
性
の
未
婚
化
に
よ
る
、
女
性
側
の
結
婚
相
手
の
選
択
可
能

性
の
低
下
に
求
め
た
︵
加
藤

二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
四
︶
。
す
な
わ
ち
、
経
済
成

長
率
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
、
相
対
的
に
低
階
層
の
男
性
で
未
婚
化
が
進
む
と
、

結
婚
可
能
な
男
性
の
人
口
規
模
が
漸
進
的
に
縮
小
す
る
。
こ
れ
が
女
性
の
配
偶

者
選
択
の
幅
を
狭
め
て
、
女
性
の
間
に
結
婚
難
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
イ
モ
と
岩
澤
美
帆
は
、
と
く
に
高
学

歴
女
性
︵
短
大
卒
・
大
卒
︶
の
間
で
結
婚
相
手
の
供
給
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ

と
を
実
証
し
て
い
る
︵
R
ay
m
o
an
d
Iw
asaw
a
2005︶
。

未
婚
化
に
は
こ
う
し
た
階
層
格
差
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
社
会
文
化
的
要
因

も
強
く
影
響
す
る
。
岩
澤
美
帆
と
三
田
房
美
︵
二
〇
〇
五
︶
は
﹁
出
生
動
向
基
本
調
査
﹂
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
初
婚

発
生
率
の
低
下
量
を
、
夫
婦
の
出
会
い
の
経
路
別
に
分
解
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
低
下
量
の
約
五
割
が
見
合
い
結
婚
の
減
少
に
よ
る
こ
と
、
四

割
近
く
が
職
場
や
仕
事
の
関
係
で
の
結
婚
の
減
少
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
出
会
い

学
校
、
友
人
の
紹
介
、
趣
味
サ

ー
ク
ル
、
街
中
や
旅
行
で
の
出
会
い

に
よ
る
恋
愛
結
婚
の
発
生
率
は
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
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図 8 結婚に対する職業階層の効果：男性・経済成長率の水準別
注）「大企業・団体」に対する「中小企業・団体・自営」のオッズ

比。

「年齢」「きょうだい構成（続柄）」「きょうだい数」「生育地」

「学歴」の影響を統制。

資料）「第 1回家族についての全国調査」（1999年）

1.50
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0.00
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社
内
結
婚
は
、
当
事
者
た
ち
の
主
観
に
お
い
て
は
恋
愛
結
婚
か
も
し
れ
な
い
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
頃
ま
で
は
、
若
手
男
性
社
員
の
将
来
の
配

偶
者
候
補
と
し
て
新
卒
の
女
性
社
員
を
雇
用
す
る
会
社
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
客
観
的
に
は
半
ば
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
結
婚

で
あ
っ
た
。
職
場
の
上
司
が
結
婚
式
に
お
い
て
仲
人
の
役
割
を
担
う
と
い
う
慣
習
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、﹁
能
力
主
義
﹂
と
﹁
自
己
選
択
・
自
己
責
任
﹂
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

ひ
と
く
ち
に
い
っ
て
個
人
主
義
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー

が
喧
伝
さ
れ
て
、
終
身
雇
用
慣
行
な
ど
会
社
の
共
同
体
的
な
性
格
が
否
定
さ
れ
る
な
か
で
、
会
社
が
若
者
の
結
婚
支
援
を
行
う
こ
と

は
少
な
く
な
っ
た
。
実
際
、
前
述
し
た
結
婚
の
多
変
量
モ
デ
ル
に
、
結
婚
の
社
会
的
支
援
指
標

﹁
見
合
い
結
婚
﹂
と
﹁
仲
人
の
い
る
結
婚
﹂

の
年
次
別
割
合
を
使
用

を
社
会
経
済
的
要
因
と
と
も
に
投
入
す
る
と
、
男
女
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
経
済
成

長
率
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
強
力
な
結
婚
促
進
効
果
を
示
す
︵
加
藤

二
〇
〇
九

︶
。

a

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
九
〇
年
代
に
見
合
い
結
婚
︵
arran
g
ed
m
arriag
e︶
と
社
内
結
婚
︵
sem
i-arran
g
ed
m
arriag
e︶
な
ど
の
共
同
体
的
な
結

婚
の
シ
ス
テ
ム
が
弱
体
化
し
た
こ
と
が
、
未
婚
化
を
進
展
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
主
因
で
あ
る
。﹁
出
生
動
向
基
本
調
査
﹂
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇

五
年
現
在
で
、
三
〇
歳
代
前
半
の
未
婚
女
性
の
五
一
％
、
未
婚
男
性
の
五
六
％
が
、
恋
人
は
お
ろ
か
異
性
の
友
人
す
ら
も
っ
て
い
な
い
。
無
回

答
を
加
え
れ
ば
そ
の
水
準
は
、
五
九
％
︵
女
性
︶
か
ら
六
三
％
︵
男
性
︶
に
お
よ
ぶ
︵
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

二
〇
〇
七
︶
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
結
婚
へ
の
意
欲
が
低
い
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
男
女
と
も
三
〇
歳
代
未
婚
者
の
約
八
〇
％
が
﹁
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
﹂

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
統
計
は
、
社
会
的
な
結
婚
支
援
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
気
な
若
者
た
ち
が
親
密
な
異
性
関
係
を
築
き
得
な
い

ま
ま
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
少
子
化
に
は
夫
婦
出
生
力
の
低
下
も
関
与
し
て
い
る
。
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
完
結
出
生
児
数
は
二
〇

1

〇
二
年
の
調
査
ま
で
は
約
二
・
二
人
で
安
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
は
二
・
〇
八
人
と
や
や
減
少
し
た
。
結
婚
後
五

九
年
お
よ
び
一
〇

一
四
年
な
ど
、
出
生
過
程
の
子
ど
も
数
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
ゆ
る
や
か
に
減
っ
て
い
る
の
で
、
二
・
〇
八
人
と
い
う
値
は
、
そ
れ
以

前
の
趨
勢
が
完
結
出
生
児
数
に
表
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

夫
婦
出
生
力
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
妻
の
結
婚
年
齢
、
夫
妻
の
学
歴
、
妻
の
就
業
状
況
、
夫
の
職
業
的
地
位
、
親
と
の
同
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居
、
居
住
地
の
都
市
規
模
や
地
域
特
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
︵
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
七
︶
。﹁
戦
後
日
本
の

家
族
の
歩
み
全
国
調
査
﹂
デ
ー
タ
を
用
い
て
イ
ベ
ン
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
分

析
を
行
い
、
第
一
子
、
第
二
子
、
第
三
子
の
出
生
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
要

因
の
効
果
を
推
定
す
る
と
、
妻
の
結
婚
年
齢
と
親
と
の
同
居
が
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
主
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

表

に
示
し
た
よ
う
に
、
晩
婚
で
あ
る
ほ
ど
、
第
一
子
と
第
二
子
の
出

3

生
確
率
が
低
下
す
る
。
こ
の
結
果
は
、
結
婚
年
齢
が
三
三
歳
を
超
え
る
と
、

た
と
え
第
一
子
を
産
め
た
と
し
て
も
、
第
二
子
の
出
生
確
率
が
二
〇
代
半

ば
に
結
婚
し
た
女
性
に
比
べ
て
五
〇
％
以
下
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
晩
婚
化
は
妊
孕
力
の
低
下
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
結
婚

時
か
ら
夫
方
親
と
同
居
す
る
目
に
み
え
て
直
系
家
族
的
な
家
族
は
、
遠
居

核
家
族
世
帯
に
比
べ
て
追
加
出
生
の
確
率
を
高
め
る
が
、
そ
の
効
果
は
若

い
世
代
で
よ
り
強
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇

六
九
年
生
ま
れ
で
は
、

夫
方
同
居
世
帯
の
第
二
子
と
第
三
子
の
出
生
確
率
が
、
遠
居
核
家
族
世
帯

に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
六
％
、
三
九
％
高
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九

九
〇
年
代
の
夫
婦
出
生
力
の
低
下
傾
向
は
、
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
の
晩

婚
化
と
結
婚
時
の
同
居
率
低
下
︵
図

・
図

︶
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

2

3

た
と
い
っ
て
よ
い
。
晩
婚
化
は
未
婚
化
と
表
裏
一
体
の
現
象
で
あ
り
、
ま

た
、
結
婚
時
の
同
居
率
を
低
下
さ
せ
た
要
因
は
、
未
婚
化
を
進
展
さ
せ
た
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0.88

0.88

1.29

****p ＜ 0.0001 ***p ＜ 0.001 **p ＜ 0.01 *p ＜ 0.05 †p ＜ 0.10

注）比例ハザード・モデルにより推定。〔 〕は基準カテゴリー。数値はハザード比。

「夫の学歴」「妻の学歴」「夫の職業（結婚時）」「妻のフルタイム就業」「居住地の都市規模（結婚

初期）」「結婚コーホート」の影響を統制。

「親との同居・近居」のカテゴリーが重複する場合は、重複する場合は、上位のカテゴリーを優

先して変数化した。

資料）「戦後日本の家族の歩み全国調査」（2002年）

27〜29歳

30〜32歳

33歳以上

妻の結婚年齢

第 2子第 1子第 2子第 1子第 2子第 1子

表 3 夫婦出生力の要因

1.00

1.26**

1.17

0.99

0.97

1950-69年生まれ

第 3子

1.35

1.13

1.00

0.87

0.90

1.69

1.00

1.39**

0.99

0.79

1.00

1.20*

1.20

1.16 †

1.15

21〜23歳

〔24〜26歳〕

0.87

0.99

1.00

0.94

0.69**

0.50**

1.00

0.78

1.11

1.03

1.00

1.20 †

1.01

1.01

0.91

1.16

1.13

1.00

1.03

1.12

1.05

1.00

0.82*

0.79

0.49**

1.00

1.15*

1.17

1.11

0.83

1930-49年生まれ

第 3子

1.55**

1.04

0.80*

1.01

1.00

0.97

0.87

0.33****

1.00

1.04

1.23 †

1.08

0.880.92

1930-69年生まれ

第 3子

1.50****

1.11

1.00

0.80 *

0.87

1.36

1.00

1.24**

0.92

0.94

1.07

1.18 †

1.11 †

1.03

1.01

1.02

1.00

0.89 †

0.74**

0.52****

1.00

1.19***

1.13

1.04

〔遠 居〕

夫方同居

妻方同居

夫方近居

妻方近居

0.94

1.05

1.00

1.02

0.93

0.52****

1.00

1.12*

親との同居・近居

（結婚時）

20歳以下



社
会
文
化
的
要
因
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
子
化
の
主
因
は
二
つ
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五

結

論

こ
れ
ま
で
少
子
化
の
要
因
は
複
雑
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
で
概
略
を
示
し
た
よ
う
に
、
多
変
量
解
析
を
重
ね
て
主
要
な
要

因
と
そ
う
で
な
い
要
因
を
て
い
ね
い
に
腑
分
け
す
る
と
、
少
子
化
の
因
果
構
造
は
意
外
に
単
純
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
複
雑

に
み
え
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
論
者
が
﹁
な
ぜ
未
婚
化
、
少
子
化
が
進
展
し
た
の
か
﹂
と
い
う
方
向
で
問
い
を
立
て
て
き
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
と
は
逆
に
﹁
な
ぜ
高
度
成
長
期
に
結
婚
ブ
ー
ム
が
生
じ
た
の
か
﹂﹁
な
ぜ
こ
の
時
期
に
出
生
率
が
安
定
し
た
の
か
﹂
と
問
え
ば
、
未

婚
化
や
少
子
化
を
も
た
ら
し
た
社
会
的
力
の
源
泉
が
二
つ
の
主
因
に
由
来
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
要
因
は
基
本
的
に
副
次
的
か
媒
介
的
な
要
因

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

図

に
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
後
半
の
結
婚
の
発
生
率
は
一
九
七
〇
代
前
半
を
頂
上
と
す
る
山
型
の
軌
跡
を
描
く
。
こ
の
よ
う
な
結
婚

9

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
の
は
、
人
口
規
模
の
大
き
い
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
生
ま
れ
が
い
っ
せ
い
に
結
婚
し
た
か
ら
で
あ
る
。
多
産
少
死

︵
高
出
生
率
・
低
死
亡
率
︶
と
い
う
人
口
転
換
の
移
行
期
に
生
ま
れ
た
こ
の
世
代
は
き
ょ
う
だ
い
が
多
い
︵
平
均
き
ょ
う
だ
い
数
は
五
、
六
人
︶
。

こ
う
し
た
多
産
少
死
世
代
の
若
者
た
ち
を
二
〇
歳
代
の
う
ち
に
い
っ
せ
い
に
結
婚
さ
せ
た
力
こ
そ
、
マ
ク
ロ
経
済
成
長
の
格
差
緩
和
効
果
と
共

同
体
的
な
結
婚
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ
れ
ら
の
力
が
衰
え
て
い
っ
た
こ
と
が
未
婚
化
の
主
因
で
あ
る
。

未
婚
化
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
夫
婦
出
生
力
に
対
し
て
も
低
下
圧
力
と
な
っ
て
作
用
し
て
い
る
。
階
層

格
差
の
拡
大
は
未
婚
化
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、
結
婚
で
き
た
者
た
ち
の
結
婚
年
齢
も
上
昇
さ
せ
て
、
妊
孕
力
の
減
退
を
生
じ
さ
せ
た
。

ま
た
、
共
同
体
的
な
結
婚
シ
ス
テ
ム
を
弱
体
化
さ
せ
た
個
人
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
結
婚
初
期
の
同
居
傾
向
を
弱
め
て
、
追
加
出
生
の
確

率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

共
同
体
の
結
婚
促
進
機
能
と
直
系
家
族
の
出
生
促
進
機
能
は
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
は
﹁
共
同
体
主
義
的
再
生
産
シ
ス
テ
ム
﹂
と
い
う
理
論

― 64 ―



概
念
で
包
括
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
子
化

の
要
因
を
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
ひ
と
こ
と
で
表
せ
ば
、

そ
れ
は
﹁
マ
ク
ロ
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低
下
に
よ

る
階
層
格
差
の
拡
大
﹂
と
﹁
個
人
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
導
入
に
よ
る
共
同
体
主
義
的
再
生
産
シ
ス
テ
ム
の

弱
体
化
﹂
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
高
度
成
長
期
に
は
、
多
産
少
死

世
代
の
次
男
・
三
男
と
娘
た
ち

直
系
家
族
の
な
か

で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
家
業
を
継
げ
ず
に
村
か
ら
放
出

さ
れ
た
非
跡
取
り
た
ち

が
都
市
部
で
い
っ
せ
い
に

結
婚
し
て
大
量
の
核
家
族
を
つ
く
っ
た
。
未
婚
化
・
少

子
化
を
進
め
た
の
は
、
こ
の
核
家
族
の
な
か
で
生
ま
れ

育
っ
た
多
産
少
死
世
代
の
子
世
代
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

少
子
化
は
多
産
少
死
世
代
に
と
っ
て
は
、
そ
の
孫
世
代

が
な
か
な
か
生
ま
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
家
族
の
再
生
産
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、

少
子
化
を
、
多
産
少
死
世
代
の
つ
く
っ
た
核
家
族
が
再

生
産
さ
れ
な
い
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
た
め
に
、
多

産
少
死
世
代
か
ら
そ
の
子
世
代
、
孫
・
ひ
孫
世
代
に
至
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図 9 初婚の発生と経済成長：1950〜2005 年
注）初婚率は当該年次の初婚件数（その年に同居し届け出たもの）を未婚者人口で除して求

めた。

経済成長率は当該年次を中心とした前年比実質 GDPの７年移動平均。1960〜2005年は

内閣府の公表値による。破線で示した 1945〜55 年の数値はアンガス・マディソン

（2000）による推計値を用いて算出した参考値である。

資料）「人口動態統計」「国勢調査」「日本長期統計総覧」「国民経済計算」
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る
再
生
産
の
過
程
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
描
く
と
図

の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
で

10

は
、
多
産
少
死
世
代
に
始
ま
る
四
つ
の
世
代
を
想
定
し
て
い
る
。
注
に
示
し
た
出
生

年
代
は
お
お
よ
そ
の
目
安
で
あ
る
。

少
子
化
を
進
展
さ
せ
た
Ｇ

世
代
で
も
、
結
婚
し
た
者
た
ち
は
途
中
同
居
や
敷
地

2

内
分
居
・
近
居
と
い
う
か
た
ち
で
、
Ｇ

世
代
か
ら
持
ち
家
︵
土
地
と
家
屋
を
中
心

1

と
し
た
生
活
基
盤
︶
を
継
承
し
つ
つ
、
直
系
家
族
を
再
生
産
し
て
い
る
。
Ｇ

世
代

2

に
受
け
継
が
れ
た
持
ち
家
は
、
や
が
て
そ
の
子
世
代
︵
Ｇ

︶
、
さ
ら
に
は
そ
の
孫

3

世
代
︵
Ｇ

︶
に
継
承
さ
れ
て
、
子
孫
の
生
活
保
障
の
柱
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
口
減

4

少
は
マ
ク
ロ
経
済
が
巨
大
な
縮
小
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
二
〇
二

〇
年
代
以
降
、
人
口
減
少
が
本
格
化
す
れ
ば
、
三
〇
年
以
上
の
ロ
ー
ン
負
担
に
相
当

す
る
土
地
・
家
屋
は
子
孫
の
再
生
産
を
決
定
づ
け
る
要
因
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
Ｇ

世
代
で
自
ら
は
核
家
族
的
な
生
活
を
つ
づ
け
た
者
た
ち
で
も
、
持
ち
家

2

を
獲
得
し
、
子
世
代
︵
Ｇ

︶
を
結
婚
さ
せ
て
共
住
す
る
な
ら
ば
、
右
の
よ
う
な
再

3

生
産
過
程
を
た
ど
る
可
能
性
は
増
加
す
る
。
し
か
し
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
、
人
口

減
少
・
縮
小
経
済
の
時
代
に
、
核
家
族
の
か
た
ち
で
再
生
産
を
つ
づ
け
て
い
く
こ
と

は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
再
生
産
さ
れ
る
直
系
家
族
と
再
生
産
さ

れ
な
い
核
家
族
。
存
続
す
る
家
系
と
途
絶
え
る
家
系
。
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
直

3

系
家
族
の
方
が
核
家
族
よ
り
も
出
生
力
が
高
い
の
で
、
二
一
世
紀
半
ば
を
視
野
に
入

れ
れ
ば
、
目
に
み
え
て
直
系
家
族
的
な
家
族
の
比
率
が
上
昇
す
る
こ
と
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
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図 10 多産少死世代の人口調整過程
注）G1：多産少死世代（およそ 1925-40年代生まれ）

G2：子世代（およそ 1950-70年代生まれ）

G3：孫世代（およそ 1980-2000年代生まれ）

G4：ひ孫世代（およそ 2010-30年代生まれ）

G1

G2

G3

G4

次三男・娘たちの人口移動

結婚ブーム  ・  核家族世帯の増殖  ・  近代核家族意識

結婚＆遠居

結婚＆遠居

結婚＆共住（同居・近居）

結婚＆共住

未婚化

未婚化 生活基盤の継承 消 滅

消 滅 核家族の再生産？ 世代を超えた直系家族の再生産



多
産
少
死
世
代
の
親
世
代
は
、
高
出
生
率
・
高
死
亡
率
の
時
代
に
生
ま
れ
た
多
産
多
死
の
世
代
で
あ
る
。
こ
の
世
代
で
は
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
の
四
割
が
成
人
す
る
前
に
死
亡
し
た
︵
阿
藤

二
〇
〇
〇
︶
。
一
方
、
多
産
少
死
世
代
の
子
世
代
は
、
低
出
生
率
・
低
死
亡
率
の
時
代
に
生
ま

れ
た
少
産
少
死
世
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
世
代
は
、
乳
幼
児
死
亡
と
意
図
的
な
出
生
抑
制
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
出
生

時
に
人
口
調
整
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
急
速
に
低
下
す
る
な
か
で
生
ま
れ
た
多
産
少
死
世
代
は
自
ら
の
出
生
時

に
は
人
口
調
整
を
受
け
な
い
ま
ま
、
あ
る
種
の
﹁
余
剰
人
口
﹂
を
抱
え
て
き
た
。
少
子
化
・
人
口
減
少
と
は
、
こ
の
よ
う
な
多
産
少
死
世
代
の

﹁
余
剰
人
口
﹂
を
、
子
世
代
の
未
婚
化
に
よ
る
孫
世
代
の
出
生
抑
制
と
い
う
か
た
ち
で
整
理
す
る
、
人
口
調
整
の
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
理
論
的
に
は
、
多
産
少
死
世
代
が
こ
の
世
か
ら
退
場
す
る
に
つ
れ
て
、
じ
ょ
じ
ょ
に
出
生
率
は
下
げ
止
ま
り
、
Ｇ

世
3

代
の
う
ち
に
反
転
上
昇
す
る
と
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注
︵

︶

デ
ー
タ
は
日
本
家
族
社
会
学
会
全
国
家
族
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
﹁
第
一
回
家
族
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
︵
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｊ

︶﹂﹁
第

1

98

二
回
家
族
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
︵
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｊ

︶﹂﹁
全
国
調
査
︿
戦
後
日
本
家
族
の
歩
み
﹀︵
Ｎ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
Ｓ

︶﹂
を
、
許
可
を
得
て
使
用
し

03

01

た
。
ま
た
再
分
析
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
附
属
日
本
社
会
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
個
票
デ
ー

タ
の
提
供
を
受
け
た
。

︵

︶

国
勢
調
査
な
ど
国
の
世
帯
統
計
で
は
、
世
帯
が
﹁
同
一
家
屋
・
同
一
生
計
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
、
単
世
帯
型
の
直
系
家
族
し
か
直
接

2

的
に
は
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
複
世
帯
型
の
直
系
家
族
は
複
数
の
﹁
核
家
族
世
帯
﹂
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
複
世
帯
型
が
増
え
る
と
、
世
帯
統
計
上
は
﹁
核
家
族
化
﹂
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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